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本庄工区への負荷量の算定と水質浄イヒ能の評価
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瓦S拭醐t量⑪蛆⑪f㎜耐r孟e戯且⑪盟鋤蛆gfr⑪mW磁erS趾e岨鋤岨Se膿岬r孟蘭C就豆⑪皿

　　　　　　　　C盟醇盟C趾y　Of　t胞e正亙⑪輔⑪盟re盟孟醜L勘ke　N盟k劉㎜亙㎜蒐

Ml⑪r脳孟r⑪A孟聡賊1鋤週Ats胆k⑪且㎜劉y⑰s賊1

Abs触砒：Nutr1ent1oad1ngfromwatershedofHojoarea1nLakeNakaumwasestmatedusmg
geograph1ca11nfomユat1on　systems（GIS）by　ca1cu1at1on　ofeach　umt1oadmg　ofpo1nt　and　nonpomt

sources　COD，TNandTP1oadmgwereest1matedat595σy，161びyand15びy，respect1ve1y　Forest

was　the　mam1and　use　m　th1s　watershed一，butmam1oadmg　source　was　domest1c　wastewater　The

shareofthedomest1cwastewatertototaユ1oadmgwasestmatedat31％1nCOD，37％mTNand48％

1n　TP　Sewage　treatment　p1ants　were　not　deve1oped　m　th1s肌ea，however，1fd－eve1opment　usua1

treatment　systems　forthe　treatment　ofd－omest1c　wastewater1n　this肌ea，h1ghernutnent1oad－mg1s

est1mated　Therefore，ad．vancedtreatment　system1s　needford－eve1opment1nthis肛ea

The　se1f－pur1icat1oncapac1tymHo呵o　areawas　estmatedbythedi拙erenceofwaterquautybetween

Honjo　area　and　Lake　Nakaum1and－exchang1ng　water　vo1ume　between　them　The　average

concen血at1onsofCOD，TNa皿dTPmHo呵oareawere1owerthanthosemLakeNakaum　Accord1ng

to曲eco11ect1ngdataofShmaneprefecture，thed1舖erenceswere11mg几1nCOD，0115mg／1mTN

and　O　O04mgl11nTP　dunng1996to1998Remova1amounts　ofCOD，TN　and　TP1n　Ho呵o趾ea

wereest1mated－at2，132kg／d，250kg／da皿d114kg／d，respect1ve1y　Theseva1ues孤ea1mostequa1to

the1oadmg　amounts　of20％1n　COD，67％m　TN　and－34％m　TP　fro＝m　the　watershed　of　Lake

Nakaum
Keyw⑰曲GIS（9eographyc証㎞omat1onsystem），Ho呵oAreamLakeNakaum　Nu1■1entLoadmg，

Se1トpunf1cat1on　capac1ty

は　じ　め　に

　中海本庄工区は国営中海干拓事業の一環として，

中海から大海崎堤防，森山堤防，馬渡堤防によって

1968～1982年にかけて区切られた水域である。現在

は西部承水路を通じて中海とつながっている．島根

県は1995年に本庄工区を干陸する方針をかため，農

林水産省に対し事業再開を要請した。しかし，政府に

おける公共事業の見直し機運や住民の反対運動など

から，農林水産省では1997～1998年度にかけて2年

問の総合調査を行い，干陸の是非について判断する

こととなった。

　本庄工区の干陸化の削提として，島根県では水質

予測を行い，干陸しても中海及び宍道湖の水質には

ほとんど影響を与えないとの結果を示している（島

根大学汽水域研究センター，1995）．これは，本庄工

1島根大学生物資源科学部

Facu1tyofL1feandEnv皿onmenta1Sc1ence，ShimaneUn1vers1ty，Matsue690－8504，JAPAN’
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区は堤防によって区切られているため非常に閉鎖性

が強く，また流域面積も狭いことから流入負荷量も

少ないと見積もられたことによる。しかしながら，小

池ほか（1999）は本庄工区の水は約2ヶ月で中海の水

とほとんど交換していることを示しており，西部承

水路を通じた水の交換量は1日平均約170万トンにも

およぶことを明らかにしている．この交換水量は本

庄工区がけして閉鎖性の強い水域ではなく，中海水

質に強い影響を与えている可能性を示している。

　本庄工区水域の果たしている機能を宍道湖・中海

水系として正当に評価するためには，本庄工区への

流入負荷量を正確に測定し，また本庄工区と中海の

交換水量及び水質を正確に求めることが重要と考え

られる。

　本研究では，地理情報システム（GIS）を活用して

本庄工区への流入負荷量を原単位法を用いて予測し，

あわせて島根県の調査結果に基づいて本庄工区の水

質浄化能力について推定したので報告する．
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　図1．本庄工区集水域での小流域区分図．

F1g1Mapofthed1v1dedwatershedofHonjoarea

方　　　　　法

1。流域区分と流域現況
　森林基本図と国土基本図（1／5，O00）を基に地図情報

をスキャナーを使用してラスター形式でパソコン上

に取り込んだ。取り込んだラスター地図は背景地図

として利用し，これを基に流域区分図や土地利用状

況図を作成した。

　流域区分は集水域を松江市側と大根島に分け，さ

らに松江市側については各河川の流域として5流域

（枕木川，本庄川，南川，新川，上宇部尾川），直接流

入域として6流域（長海南部，野原町，本庄北部，本

庄町，本庄南部，上宇部尾北部）の合計12流域に区

分した（図1）。

集水域の土地利用状況については，宅地，荒れ地，水

田，畑地，茶畑，果樹園，池，その他の9つに区分し，

1997年8月～9月にかけて住宅地図（ゼンリン社）を

基に現地調査を行って調べた．

　地理晴報システムソフトはPC－MapPing（マプコン

社）を使用した．

2日人口及び面積

　流域別人口は住宅地図より小流域内の民家の家数

を数え，松江市の町別人口より算出される1軒あたり

の平均人数を乗ずることで求めた．しかしそのまま

では総人口と合わなかったので，総人口に合うよう

に補正した．

　土地利用別の面積は，GISシステム上に作成した土

地利用状況図から，土地利用別ポリゴンごとに面積

データを表示させ，その面積を集計することで求め
た。

3。予測負荷量の算出方法

　各小流域からの流出負荷量は自然系については土

地利用面積と原単位（島根県資料）から求めた．森林

は水量により負荷量が決まるLQ式より求めた．生活

系排水等の点源からの流出負荷量は処理形態別人口

に原単位を乗じて求めた。原単位を表1に負荷量の計

算式を表2に示す．

　果樹園，茶畑，荒れ地，その他の土地利用について

は島根県の原単位が無く，面積がそれほど大きくな

かったので，果樹園と茶畑については利用形態がに

ている畑の原単位を，荒れ地とその他については市

街地の原単位を用いた．また本庄工区の松江市側の

集水域では下水道や農業集落排水処理施設が整備さ

れていないところから，一部の家庭では浄化槽を利

用しているところもあったが，ここではすべてを汲

み取り処理として計算した．浄化槽を利用している

ほとんどは単独処理浄化槽利用であったところから，

汲み取り処理にした場合，負荷量としては多少低め

に見積もられていると考えられる．

　大根島からの流入負荷については，降水や農業用

水はすべて地下浸透と仮定して，農村集落排水処理

場からの放流水のみを対象とした．大根島には本庄

工区側に入江浄化センター，二子浄化センター，寺津
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表1。計算に使用した原単位（島根県資料）．

Tab1e1　Umt1oadmg　amounts　of　pomt　and　nonpomt

sources　wh1ch　used　for　the　ca1cu1at1on　ofCOD，TN　and

TP1oadmg（Sh㎞ane　prefecture）

家庭排水
（g1人day）

表2．負荷量，水量及び流出濃度を求めるための計

　算式．

Tab1e2Fomu1afortheca1cu1at1onofCOD，TNa皿dTP

　1oad．ing，vo1ume　and　concentrations　ofoutf1ow　wateL

　負荷量計算式
　　面源負荷量（♂匂）…鍵嘗繭1順単位X土地利用別面積（ha）

　　　◎森林（LQ曲線）
　　　COD負荷量（♂鋤）司37000X森林の流出水薮σ秒枠X森林面積（㎏）

　　　TN負荷量（ψ鋤）オ1700X森林の流出氷墨虹秒脚X森林面積（㎏）

　　　11〕負荷量（♂旬）＝602x森林の流出水融俄仲×森林面穣（㎏）

　　　　　※森林の涜出水劃ソ秒畑＝森林流出氷歓M向）一似×60×60）秒÷窯林面穣（㎏）

　　　　　森林流出水量似鋤ラ広後に示す水量計算式で求める

　　点源負荷量（♂鋤）＝くみ取り・雑排水無処理原単位X流域内人1コ

　　総負荷量（♂鋤）冒面源負荷量の総和（ψ匂）十点源負荷蚤（♂匂）

水量計算式

　　土地利用別降繭涜出水量（》匂）：月別圓平均降水量（m1）x土地利用別面穣（㎏）刈O×流出率

　　降爾総流出水量（》匂）＿土地利用別降雨流出水量の総和

　　家庭擁水量（》匂）＝流域内人口×O．25

　　総涜出氷歓M匂）一家庭排水量（y匂）十降繭総流出水量（ソ匂）

　宅地
　森林
　施れ地
　水囲
口畑
．国茶畑

□桑樹園
慶騒河川・池

ぐ

濃度計算式

　　　濃度（ψ）＝総負荷量（♂匂）÷総流出水曼虞M匂）

亀尻浄化センター，馬渡浄化セ！ターがあるが，これ

ら浄化センターの放流水の実測値を用いて計算した．

4。予測流出水量の算出方法

　予測流出水量の計算式を表2に示す．降水量は松江

気象台での測定値を利用した。降雨の流出率は50％

として計算したが，森林については実測値に近づけ

るため54％と仮定した．家庭からの排水量は，雑排

水O．25〃人・日，し尿O．05ソ人・日とし，し尿につい

ては全戸を汲み取り処理としたところから系外排出

とした．

　各流域からの流出水の予測水質は総負荷量を総流

　図2本庄工区集水域での土地利用状況図

F1g2Landusemap1n　the　watershedofHonjo　aエea

出水量で割ることによって求めた．

結　　　　　果

1。流域特性

　GISシステム上で計測した本庄工区の水面積は

1，685ha，水容量は8．4X107m3，流域面積は2，108haで

あった．水面積に対する流域面積の割合は1．25で，宍

道湖の16．Oや中海の7．25に比べて狭かった。

　本庄工区流域（大根島を除く，以下同様）の土地利

用状況図を図2に示す。また，小流域ごとの土地利用

面積と土地利用面積比率を表3，4に示す．各小流域

ごとで比率は異なるが，本庄町及びその周辺を除い

ては森林が占める割合が60～85％と高かった．本庄

町周辺では宅地の占める割合が26～45％と高かっ

た水田は上宇部尾北部，本庄町及び本庄南部，南川

流域で高かった。果樹園は長海南部で高かったが，畑

地は全流域で低かった．

　各小流域ごとの人口及び人口密度を表5に示す．総

人口は2，700名，世帯数は737軒であった　平均人口

密度は16人／haと低かった．人口は本庄町及びその

周辺に集中しており，本庄町の人口密度は21．8人他a

と他の小流域に比べて高かったが，大都市圏に比べ

るときわめて低い密度であった．
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表3．大根島を除く小流域での土地利用別面積．

Tab1e3．Each1anduse　areain曲edividedwatershedexcepttheDaiko功imaaエea．

流域番号

土地利用面員　　（ha）

宅地 森林 荒れ地 水田 畑 茶畑 果樹園． 池 その他 合計

1 上干日尾川 3－37 228ρ8 10．36 2880 2石7 α08 4，53 α07 4．37 28323

2 上宇部尾北部 0．00 4．83 α00 1．39 O．14 0．00 0．19 O．03 0．25 6．84

3 新川 0．31 206．09 4．36 25．81 3．27 O，00 1．74 0．56 1．58 243．72

4 南川 653 163．26 16．68 50．27 5．31 O．97 325 3－87 442 254．67

5． 本庄川 11．27 411－09 13－29 45．32 価8 0－OO 029 1－78 1．55 48627

6 本庄町 17．92 11．09 2．40 1757 1．76 α00 0－00 α78 2で5 54．18

7 枕木川 922 133．16 4．83 9－70 7．97 O．OO 12．74 O．43 458 183．31

8 野原町 2．69 73伽 3■4 9－46 1．27 0．OO 2．90 O．10 0－89 94－66

9 長海南部 0，07 1α10 O．00 1．19 0．00 0．00 1．82 O，00 0．00 て3．18

10 本庄北部 5．09 8．19 1．23 3．71 O．28 O．00 0．00 O．00 1．19 19石9
11 1＝1 6．27 0－00 0．28 5．13 0．66 0．00 0．00 O，19 1．37 1320

　冒I＝I置 6352 25α40 57．18 19837 25．01 1．05 27．45 7別 22．85 1653石4

表4． 大根島を除く小流域での各土地利用の比率．

Tab1e4Each1anduserat1omthed1v1dedwatershedexcepttheDaiko呵maarea

流域番号

地利用面貝比…　　（％）

宅地 森林 荒れ地 水田 畑 茶畑 果樹園 池 その他

1 上干o尾川 12 80－8 3．7 102 0．9 0．0 1．6 0．0 1．5

2 上宇部尾北部 α0 70．6 O－O 20．4 2．1 O．0 2．7 O－5 3．7

3 新川 O－1 84．6 13 1α6 佃 0．0 07 0．2 0石

4 南川 2．6 64．1 65 19．7 2．1 O．4 1，3 15 1．7

5 本庄川 2．3 84．5 2．7 9－3 0－3 O① 0．1 04 03
6 本庄町 33．1 2α5 44 32．4 33 0－0 O－0 1．4 49
7 枕木川・ 5－4 72．6 2．6 5．3． 43 0－O 6－9 0．2 25
8 野原町 2．8 773 40 10．0 1．3 0－0 3．1 α1 0．9

9 長海南部 O．5 765 0－0 9－0 0．0 0．O 13－8 0．O αO

10 本庄北部 25．8 416 6．3 189 14 0．O 0．0 0．0 6．0

11 I＝1 45．1 0－0 2刀 3619 47 0－0 0．O 1．4 9．9

　昌1＝l111 3．8 75．6 3．5 12．O 1．5 O．1 t7 O－5 14

表5．大根島を除く小流域での人口及び人口密度．

Tab1e5Popu1at1onandpopu1at1ondens1tymthed．1v1ded

watershed．exceptthe　Da1ko叩maaエea

流　　　百 派 甲 正　口 口密又　／ha

1 上　日尾川 45 167 0．6

2 上宇部尾北部 O O 0．O

3 新川 1 4 0．0

4 南川 52 188 0．7

5 本庄川 113 420 O．9

6 本庄町 319 1187 21．8

7 枕木川 85 326 1．8

8 野原町 33 86 1．1

9 長海南部 1 3 0刀

10 本庄北部 14 44 2．2

11 I＝1 74 275 19£

1＝1ヨ 737 2700 1．6

表6．各小流域および全流域からのCOD，TN及び

TP流出負荷量．

Tab1e6COD，TNa皿d－TP1oadmg丘omdiv1ded－andwho1e

watershed　aI・ea

痂』 可夏（kg／year）

流域番号 流域名 COD TN TP

フ夏（t／year）

1 上干回　川 7629 1460 125 2874485

2 上宇部尾北部 163 37 3 68774

3 新川 5254 976 82 2472279

4 南川 8069 1802 150 2591746

5 本庄川 13676 2429 224 4976595

6 本庄町 10482 1925 216 637668

7 枕木川 6827 1411 115 1872496

8 野原町 2827 559 48 961907

9 長海南部 309 70 5 132811

10 本庄北部 1010 233 19 1969岬
11 I＝1 2571 497 53 158648

12 1543 2557 294 185055

工　肌・ 59501 16102 1525 17128976

表7．各小流域及び全流域からのC0D，TNおよび

TPの流出予測濃度．

Tab1e7Est1mated．concentrat1ons　ofCOD，TN　andTPm

ou削ow　waterfromd1v1d－ed　andwho1e　watershed班ea

流域番号 流域名

GOD（mg／1） TN（mg／l） TP（mg／l）

、 上干口尾川 2．7 0．51 0．044

2 上宇部尾北部 2．4 α54 0．045

3 新川 2．1 0．39 0．033

4 南川 3．1 0．70 0．058

5 本庄川 2．7 0．49 0．045

6 本庄町 16．4 3．02 O．339

7 枕木川 3．6 0．75 0．062

8 野原町 2．9 0．58 0．049

9 長海南部 2．3 0．52 0．038

10 本庄北部 5．1 1．18 O．095

11 1＝I 16．2 3．13 O．334

12 8．3 13．82 1．590

工　況・ 3．5 O．94 O．089

2．負荷量の算定

　各小流域からの予測流出負荷量を表6に示す。本庄

工区への総流出負荷量としてはCOD59．6t！y，TN16．1

びy，TP1．5σyと推定された。負荷量が一番大きな流域

としては本庄川流域となったが本庄川流域は流域面

積が大きなことから，流域特性の把握のためには負

荷量で評価することは適切でない．そこで，総流出負

荷量を総流出水量で割ることによって求めた予測水

質で評価した．各小流域からの予測水質を表7に示
す．

　本庄工区流域全体での予測水質濃度はC0D3．5

mg／1，TN　O．94mg／1，TP　O．089mgl1となった．COD，
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市街地等

生活系　　自然系

31％　　　　40％
　　　COD負荷量

　　　58t■y

市街地等

　14％農業系
　　　　15％

表8．現状と各種生活排水対策を行った後の流出水

の水質比較．

Tab1e8．Comp㎞sonthewaterqua肚ybetweenbeforeand

afterthe　deve1opment　ofdomest1c　wastewater　treatment

SyStemS・

COD　　　　TN　　　　TP
　　　　　　（mg／l）
　メ・　　1≡lIj　　　　　　　3．5

濾過袋　用　　　3．1

（mg／l）　　　（mg／1）

O．94　　　　　0．089

0，90　　　　　　0．083

　　　　　　自然系

生活系　　　23％

　　　TN負椅量
37％
　　　135七／y

　　　　　　　農業系

　　市街地等23％
　　　17％

　　　　　自然系

　　　　　　21％
生活系

　　　TP負荷量
48％　　1．2t／y
　　　　　　　農業系

　　　　　　　22％

　　　　9％

　　　　市街地等

図3土地利用比率及びCOD，TN，TP負荷の発生
源別比率．

Fig．3．Share　of1and　use　and　COD，TN　and．TP1oading

so㎜ce1nthe　watershedofHo呵o孤eaexceptDa1ko呵1ma

area．

TN，TP濃度ともに高い値を示したのは大根島であっ

た。特にTN濃度は13．8mg／1と高い濃度になった。大

根島からの濃度が高くなったのは農村集落排水処理

施設からの放流水のみを今回は計算に使用したため

である．実際には降雨等による希釈があるものと考

えられる。

　松江市側で流出水濃度が特に高くなったのは，本庄

町と本庄南部で，COD濃度16mg几，TN濃度3mg／1，

TP濃度O．34mg／1が予測された．これらの小流域に共

通するのは人口密度が高く市街化が進んでいること

である．逆に濃度が最も低くなったのは新川と長海

南部流域で，この地域にはほとんど人が住んでおら

ず，森林の占める面積が高かった。また人口が同程度

であっても森林面積が大きく，水田や畑地などの農

耕地の少ない流域ほど濃度が低くなる傾向がみられ
た。

　本庄工区への流入負荷の特徴を明らかにするため，

松江市側の流域について発生源別に自然系，農業系，

市街地及び荒れ地系および生活系に分類して示した

（図3）．自然系は森林と池，農業系は水田や畑地など，

生活系は家庭排水からの負荷が中心である。面積比

率としては自然系が76％と高かったが，COD，TN，

TP負荷についてはいずれも生活系の負荷割合が大き

く，特にリンでは48％と高かった。

3。負荷削減対策の検討

　これまでの結果より，水質の悪い流域では特に生

活系の負荷割合が高かった。そこで生活系排水対策

を行った後の水質を予測した。人口密度が高い本庄

町と本庄南部流域は農村集落排水処理によって，そ

の他の地域では合併浄化槽処理によって生活排水を

処理すると仮定した．その結果を表8に示す．本庄工

区への流出水の平均濃度は処理施設導入によりCOD

で3．5mg／1から2．9mg八に低下するが，TNについては

O．94mg／1からO．97mgl1，TP濃度ではO．089mg／1から

O101mg几に上昇する結果となった。すなわち，この

ような処理では栄養塩類の負荷量は増大し負荷削減

にはならないことが示された．これは，削減対策前は

汲み取り処理によってし尿がし尿処理場で処理され

るため系外排出となっていたが，対策後はこの負荷

が含まれるようになるためである．この結果より，こ

の地域での生活排水対策では処理場の設置や浄化槽

の設置に当たっては窒素やリンも処理できる高度処

理機能を持つ浄化施設や浄化槽の導入が必要なこと

があきらかになった。

　また処理施設などの設置による対策ではなく，発

生源である各家庭で行える対策としてろ紙袋を3角

コーナーに設置することも良く行われている。この

対策によりTNで20％，CODとTPで5％の負荷削減
が可能との報告がある（生活雑排水対策推進研究会，

1988；生活排水研修会，1991）．そこで各家庭でろ過袋

を使用した場合についても流出水質を予測し，その

緒果を表8に示す．その結果，COD3．1mg／1，TN

O．90mg／1，TPO．083mgl1と予測され，いずれの項目に

ついても多少の水質改善がみられた．

考　　　　　察

　島根県では水質予測精度向上のため，1996年6月か

ら1998年6月までの2年問をかけて，「宍道湖・中海

水質調査予測事業」として，両湖の水質保全に関する
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調査を行った（島根県，1998）．この調査では水質予

測手法の改良と，本庄工区周辺の水質調査がきめ細

かく行われた．その結果，「今回改良を加えた水質予

測シミュレーションモデルは，宍道湖・中海全体の状

況を表す目的としては，湖流予測モデル，水質予測モ

デル，原単位設定とも現段階でのデータ蓄積及び技

術水準からはほぼ隈界に近いものであり，宍道湖・中

海の水質予測を行う上で，適切にモデル化したもの

といえる」との結論が出されている．

　現在の最高レベルに近い水質予測が行われたこと

を示している．しかしながら，本庄工区の水質評価の

面からみると水質予測値と，平行して行われた水質

実測調査値との結果に基本的に大きな違いがみられ

ている。すなわち，実測調査では中海に比べて本庄工

区の水質はCOD，TN，TP濃度とも低濃度であったの

に対し，予測値ではCOD値は本庄工区の方が中海よ

りも濃度が高く予測されていた．数値的にはわずか

No

4
5

14

16

18
19

鯛査
本庄工蓑1〔H－1）

庄工区2（H－2）

西　承水毘1
西　承水路2

西　承水　出口
意　　地先㈹一2〕

＾東町　西
入江港壇先

八　町

心

N．一
（N刊

北　　水路

貯　　No3
木　No．2

貯　　N01
N－8

境水道　央
出1コ 〆

図4．本庄工区周辺での水質調査地点（島根県，
1998）．

F1g4Samp㎞gpomtaromdHo呵o　areafbrwaterquaユ1奴

mvest1gat1on（Shmaneprefect皿e，1998）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な違いであるが本庄工区の宍道湖・中海水系で果た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　している役割を評価する上では重要な違いとなる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今回作られた水質モデルは，宍道湖・中海全体を対

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　象としたものであり，また長期的に平均的水質を評

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　価することを目的としている。従って，本庄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工区の役割を評価するような一部地域の評価
表9本庄工区での水質浄化量の見積もり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にはあまり適した予測モデルとは考えられな
Tab1e　g　Estmat1on　amount　ofse1トpunf1cat1on　capac1ty　m　Ho叩o　aエea
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い．このようなケースでは，実測データがあ

1・水質　　　　　透明度（m）　COD（1皿g／1）　TN（㎜g／1） TP（m釧）

本庄工区No．2　1．7（1．5；1．9）　4．4（4．6；4．2）

中海No．6　　　1．2（1．2，1．2）　5．5（6．0；5．0）

0，375（O．40；0．35）O．049（0，052；0，046）

0．49（O．53；O．45）O．053（0，060；O．046）

差O．5－1．1
＿O．115　　　　　　　　　＿O．O04

2　見かけの浄化量　　（水の交換水量　　1，790，000㎡／d＊）

浄化量（交換水量x水質差）　1，969kg／d　　　206kg／d γ2kg／d

3．本庄工区への流入負荷量

　（1997年）＊＊

163kg／d　　　　　　44kg／d　　　　　　　　4．2kg／d

4．本庄工区での総浄化量　　　　2，132kg／d 250kg／d 11．4kg／d

5．中海への流入負荷（1994年）＊＊＊10，629㎏／d　　3，704kψ 329kg／沮

6．　浄化量／流入負荷量　　　　　20％　　　　　6．7％ 3．4％

7　本庄工区での浄化量を下水処理場で処理した場合の処理人口換算

　発生原単位（g／人・日）

　下水道原単位（g／人・日）

　（宍道湖東部下水処理場）＊＊＊

　処理量（g／人・日）

本庄工区での浄化量の人口換算

29，3　　　　　　　　　12．0

3．7　　　　　　　6，8

25．6　　　　　　　5，2

83．300　　　　　　　48，000

1，17

0．69

O．48

23，800

＊　小池ほか（1999）　　　　＊＊　本論文　　　＊＊＊　島根県資料

る場合には実測データに基づいて評価する方

がより真実に近い結果が得られると判断され

る．

　表9に島根県の実測データ（島根県，1998）

に基づいて，本庄工区の水質浄化機能につい

て評価した結果を示す。図4に島根県が行っ

た本庄工区周辺水域での水質調査地点を示

す。西部承水路を通して水が交換するところ

から，No．2地点を本庄工区の代表として選ん

だ．また中海の代表地点としてはNo．6を選

んだ。表には1996年6月から1997年5月及

び1997年6月から1998年5月の2年問の平

均水質とカッコ内に両年の平均水質を示し

た．両地点で透明度05m，COD11mg／1，TN

0115mg／1，TPOO04mg／1の水質差が2年問の

平均値で得られた．

　小池ほか（1999）によれば西部承水路を通

しての交換水量は約1，790，000m・／dと見積も

られるところから，この交換水量に水質差を

乗じた量が見かけの浄化量として計算でき

る。本庄工区には本論文で推定したように流

入負荷としてC　OD163kgld，総窒素44kg／

d，総リン4．2kgldの流入負荷がある．従って

本庄工区での総浄化量は見かけの浄化量と流

入負荷量を加えた値になる．本庄工区での浄

化量としては　COD2，132kg／d，総窒素250

kg／d，総リン11．4kg／dが推定された．との値
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は中海への総流入負荷量のCOD20％，総窒素6．7％，

総リン3．4％に相当する量である．また，この量を下

水処理場での処理量に換算するとCODで83，300人，

総窒素で48，000人，総リンで23，800人の処理人口に

相当することが計算された。

　本庄工区水域の水質浄化機能がこれまで見過ごさ

れてきた背景には，西部承水路を通しての交換水量

が正確に見積もられていなかったことと，本庄工区

への流入負荷量が中海への流入負荷量に比べて無視

できる程度に小さかったことのためと推測される．

しかしながら，中海と本庄工区の交換水量はかなり

大きく，本庄工区が水域でなくなると中海の水質に

大きな影響を与える可能性が高いことが，一連の調

査を通じて明らかにされた。島根県では本庄工区を

干陸化しても水質に大きな影響を与えないとしてい

るが，実測値に基づき再検討が必要であると判断さ

れた．

ま　　と　　め

　本庄工区への流入負荷量を地理情報システムを用

いて原単位法を使って推測した．その結果，COD59．5

t／y，TN16．1t／y，TP1．5びyと見積もられた。本庄工区

の土地利用は森林等の自然系の土地利用が76％と大

半を占めており，全体としての人口密度は1．6人／ha

と低かったが，CODやTN，TPの負荷に占める割合

は生活系がそれぞれ，31％，37％，48％と高くなった．

地域的には本庄町とその周辺からの負荷が大きかっ

た．しかし，これらの地域からの負荷を削減する目的

で，農村集落排水処理場や合併処理浄化槽を導入し

た場合には，窒素及びリン濃度はかえって増加して

しまうことが予測され，導入に当たっては高度処理

機能を有する処理施設の導入が必要であることが分

かった。

　本庄工区の宍道湖・中海水系での役割について評

価したところ，本庄工区水域は他の水域の水質浄化

に大きく貢献していることが判明した。本庄工区で

の浄化量はCODで3，132kg／d，TNで250kg／d，Tpで

114kg／dと見積もられ，これは中海全体の負荷量のそ

れぞれ20％，6．7％および3．4％に相当することが明ら

かになった．
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